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思
い
は
ひ
と
つ

「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」

当
選
へ

全
力
投
球
だ
！

　

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退

職
者
の
会
は
組
織
内
候
補
「
石
橋
み

ち
ひ
ろ
」
議
員
の
三
選
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
議
員
の

演
説
を
二
回
聞
き
ま
し
た
。「
石
橋

み
ち
ひ
ろ
」議
員
の
演
説
は
生
活
者
・

勤
労
者
・
納
税
者
そ
し
て
消
費
者
の

立
場
に
立
っ
た
誰
も
が
安
心
し
て
働

き
、
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
目
指

し
、
情
熱
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

　
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
議
員
の
演
説

を
聞
い
て
、
政
策
的
に
強
く
行
動
力

も
あ
り
情
熱
家
だ
と
分
か
り
、ぜ
ひ
、

国
会
に
送
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

生
活
者
・
勤
労
者
に
寄
り
添
う
と

同
時
に
、
難
民
問
題
議
員
懇
談
会
会

長
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
民
主
化
支
援
議
連

事
務
局
長
等
、
直
接
得
票
に
な
ら
な

い
活
動
に
人
権
問
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
議
員

に
感
動
し
ま
し
た
。
当
選
に
向
け
て

頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

�

坂
田 

俊
郎

雑 録
  七 記

大阪支部協の皆さん
頑張ってます

いよいよ決戦！いよいよ決戦！
現役と共に変えよう政治の流れ

連合大阪連合大阪
第93回 第93回 

大阪地方大阪地方
メーデーメーデー
20222022年年55月月11日日 石橋みちひろ議員 アンドリー・グレンコ氏

第93回大阪地方メーデ－
に参加し、必勝を誓う

ウクライナからの叫び
略奪・強姦そして銃殺を
繰り替えすロシア軍
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【
現
時
点
の
議
論
内
容
】

　
「
会
則
改
正
」
な
ら
び
に
、
会
則
を
補
完

す
る
「
運
営
規
定
」
に
つ
い
て
、
今
秋
に
開

催
す
る
大
阪
支
部
協
議
会
第
二
五
回
定
期
総

会
で
の
提
案
に
向
け
、支
部
協
議
会
事
務
局・

会
計
監
査
・
ブ
ロ
ッ
ク
三
役
を
構
成
員
と
し

た
「
会
則
等
見
直
し
Ｐ
Ｔ
」
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
精
力
的
に
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
間
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
か
ら
も
多
く
の
質

問
・
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
都
度
、
Ｐ

Ｔ
会
議
と
し
て
の
見
解
を
示
し
、
理
解
を
深

め
て
頂
く
取
り
組
み
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
定
の
素
案
を
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
を
始

め
構
成
員
に
対
し
て
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
六
月
の
最
終
ま
と
め
に
向
け

て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
で
の
素
案
の
説
明

を
Ｐ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
が
行
な
い
、「
ブ
ロ
ッ
ク

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
」
へ
の
解

明
を
行
な
い
、
地
区
協
議
会
へ
の
移
行
に
向

け
て
、
よ
り
一
層
の
理
解
を
頂
く
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
意
見
等
は
、
建
設

的
な
意
見
を
は
じ
め
、
修
正
を
求
め
る
意
見

等
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
か
ら
数
多
く
出
さ
れ

た
「
質
問
・
意
見
」
に
対
し
て
も
、
Ｐ
Ｔ
と

し
て
の
見
解
を
付
し
て
再
度
各
ブ
ロ
ッ
ク
委

員
会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
議
論
の
全
体

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
以
下
特
徴
的
な
意
見
へ
の
見
解
を
示
し
ま

す
。

なぜ会則なぜ会則改正改正が必要なのかが必要なのか

ブロック委員会運営から地区協議会運営への見直しポイントブロック委員会運営から地区協議会運営への見直しポイントはは何か何か

後任の育成を図っていく視点からも、役員の定年制は必要ではない後任の育成を図っていく視点からも、役員の定年制は必要ではないかか

地区協議会活動を充実させるためにも拠点となる事務所の設置は必要ではないのか地区協議会活動を充実させるためにも拠点となる事務所の設置は必要ではないのか

地区協議会にも常駐役員の配置は必要ではないのか地区協議会にも常駐役員の配置は必要ではないのか

地区協議会独自のレク等の行事を当該エリアの会員に広く周知することを目的に支部協議地区協議会独自のレク等の行事を当該エリアの会員に広く周知することを目的に支部協議会の会報誌に地区協議会コーナーを継続的に掲載できないのか会の会報誌に地区協議会コーナーを継続的に掲載できないのか

会員の要望を取り入れやすくし、より一層の会員サ－ビスを行なえる組織運営に改善していくために、中央協議会会則を遵
守しつつ、現行の支部協議会会則をあらゆる角度から検証し、「見直すべき点は見直し、補強すべき点は補強する」というこ
とです。

現行の各ブロック委員会は、他府県支部協議会に匹敵する会員数を有している点に着目し、中央協議会会則を準用しつつ、
「地区協議会」へ名称を変更し、その機能を高めることを目指し、支部協議会との役割分担を明確にするとともに当該エリ
ア内における権限・権能を支部協議会から、一定程度委嘱する中から今以上に会員サ－ビスに力点をおいた独自活動を推進
する点にあります。

後任育成を考慮し、役員は「地区協議会幹事を除き、1 期 2 年、同一役職 3 期」までとすると共に、出された意見を尊重し、
現行会則の主旨をも活かして、「役員任期の上限を 80 歳」に当初案を修正することとします。

認識は一致しており、実現に向けて取り組んでいくこととします。

地区協議会の活動が今後活発になっていけば、将来的には、常駐体制を検討する必要がありますが、現時点では、非常勤体
制で移行する考えです。

将来的に地区協議会が会報誌等を発行されるまでは、大阪支部協議会 会報誌「摂河泉 OB」の活用は、ひとつの有力なツ
－ルと考えており、次年度以降、継続的に掲載できるよう検討して行きたいと思います。

【特徴的な意見に対するＰＴとしての現段階での見解】　　
ＰＴ：会則見直しプロジェクトチーム

　会報誌「摂河泉ＯＢ」3月号で第 1段として、会則改正への大きな流れについて提起しました。
　今回は、第2段として、その後の各ブロック委員会等の会議において、各委員から出された質問・意見の中で、
特徴的な内容について下記に理解しやすい内容で示すこととし、「摂河泉ＯＢ」7月号での最終報告並びに第
25回定期総会議案書において、「会則改正議案」を示す予定としています。

後輩へしっかりバトンが繋げる会則を提案します後輩へしっかりバトンが繋げる会則を提案します
会員により沿った「地域を中心にした活動を求める声」に応える組織に

＝「役員任期（地区協議会幹事を除き）の上限年齢を80歳」に当初案を修正＝
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①
日
本
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
構
成

②
連
合
七
〇
〇
万
人
（
四
六
組
織
）

⇒

情
報
労
連
二
四
七
組
織
（
二
〇
万
人
）

⇒

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
、
通
信
建
設
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、　

他
四
組
織

③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
全
体　

二
〇
〇
〇
年
以
降
、

社
員
採
用
の
減
少
に
よ
る
組
織
人
員
が
右

肩
下
が
り
で
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
二
一

年
で
組
織
人
員
が
三
万
人
の
減
少

３
、
強
い
新
生
ド
コ
モ
グ
ル
ー
プ
に
再
編
へ

４
、
関
西
総
支
部
組
織
人
員（
八
〇
〇
〇
人
）

５
、
組
織
改
革
検
討

　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
常
態
化

　
組
織
活
動
の
停
滞

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
向

　
財
政
問
題

　
役
員
の
成
り
て

　
組
織
体
制
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

６
、
第
二
六
回
参
議
院
議
員
選
挙

①
首
都
圏
・
関
西
圏
が
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」

議
員
の
当
落
の
鍵
を
握
る
。

②
組
合
員
・
退
職
者
の
会
会
員
と
そ
の
家
族

に
紹
介
頂
い
た
知
人
・
友
人
が
投
票
所
へ

必
ず
出
向
く
行
動
を
再
度
お
願
い
す
る
活

動
を
強
化
。

③
投
票
は
、「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
と
氏
名
を

記
載
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
周
知
行
動
の

展
開
。

第
二
部

　

関
西
総
支
部 

鍛
冶
執
行
委
員
長
に
よ
る

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
現
状
と
今
後
の
課
題
」
に

つ
い
て
、
急
速
に
進
む
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各

社
の
経
営
戦
略
の
見
直
し
（
組
合
員
が
働
く

職
場
の
在
り
方
）

１
、
今
後
の
環
境
の
変
化

①
社
会
・
経
済
の
方
向
性

　

W
ith/after　

コ
ロ
ナ
社
会
へ

⇒

分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
対
応

し
た
新
た
な
経
営
ス
タ
イ
ル

　
デ
ジ
タ
ル
化
／
Ｄ
Ｘ
の
進
展

　
⇒

国
内
／
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
の
強
化

　

W
ell-being

社
会
の
実
現

⇒
ESG

へ
の
取
り
組
み
に
よ
る
企
業
価

値
の
向
上

②
新
た
な
戦
略
の
枠
組
み

　
新
た
な
経
営
ス
タ
イ
ル
へ
の
変
革

⇒

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
基
本
と
す
る
新
し

い
ス
タ
イ
ル

　
国
内
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
の
強
化

⇒

新
生
ド
コ
モ
グ
ル
ー
プ
の
成
長
・
強
化

　
企
業
価
値
の
向
上　
　
　
　
　

⇒

新
た
な
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　

災
害
対
策　

株
主
還
元
の
充
実

③
社
会
の
環
境
負
担
削
減
へ
の
貢
献

④
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て

２
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
現
状
と
課
題

②
親
切
心
：
感
情
の
心
を
持
ち　

③
目
の
前
の
こ
と
に
集
中
す
る

　
こ
れ
を
「
幸
せ
な
人
生
の
た
め
の
三
つ
の

要
素
」
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
目
指
す
社
会
は
、

２
、
朗
ら
か
人
生
の
た
め
に
は
、

①
人
生
を
極
め
る

②
人
と
触
れ
合
う

③
自
分
史
の
作
成

④
遺
言
書

⑤
終
末
の
医
療

３
、
支
え
合
っ
て
生
き
る

　
市
町
村
の
包
括
セ
ン
タ
の
活
用

４
、
私
た
ち
が
目
指
す
社
会
と
は

①
す
べ
て
の
人
々
の
人
間
的
尊
厳
が
守
ら

れ
、
市
民
の
基
本
的
人
権
が
最
大
限
に
確

保
で
き
る
社
会
。

②
ゆ
た
か
な
社
会
と
は
、す
べ
て
の
人
々
が
、

そ
の
先
天
的
・
後
天
的
資
質
と
能
力
を
充

分
に
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
っ
て
い
る

夢
と
大
志
が
最
大
限
に
実
現
で
き
る
よ
う

な
仕
事
に
携
わ
り
、
そ
の
私
的
・
社
会
的

貢
献
に
相
応
し
い
所
得
を
得
て
、
安
定
的

な
家
庭
を
営
み
、
で
き
る
だ
け
多
様
な
社

会
的
接
触
を
も
ち
、
文
化
的
水
準
の
高
い

一
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会

で
あ
る
。

2021 年度
摂河泉・クラブ

開 講 式開 講 式

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
、

開
講
式
を
二
〇
二
二
年
四
月
一
一
日
㈪
大
阪

市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
（
天
神
橋
）
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
講
式
は
、「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」

参
議
院
議
員
の
特
別
公
演
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
国
会
運
営
に
伴
い
出
席
が
か
な
わ

な
い
こ
と
か
ら
、
情
報
労
連
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

中
島 

豊
一
氏
（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）

に
よ
る
特
別
講
演
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
関
西
総
支

部　
鍛
冶
執
行
委
員
長
の
記
念
講
演
に
よ
る

進
行
で
進
め
た
。

　

第
一
部
は
、
中
島 

豊
一
氏
に
よ
る
「
朗

ら
か
人
生
の
た
め
の
終
活
」
と
題
し
て
、
こ

れ
ま
で
ご
自
身
の
「
波
乱
万
丈
の
人
生
」
を

振
り
返
り
な
が
ら
、

１
、「
朗
ら
か
人
生
の
た
め
の
終
活
」
と
は
、

①
他
者
と
親
し
く
交
わ
り

↑
司
会　

杉
町
副
会
長

↑
情
報
労
連
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

中
島　

豊
一
氏

↓
中
井
会
長

↓
鍛
冶
執
行
委
員
長
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質
問
：
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
「
非
拘

質
問
：
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
「
非
拘

束
名
簿
式
と
特
定
枠
制
度
」
に
つ
い
て
教

束
名
簿
式
と
特
定
枠
制
度
」
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
：
非
拘
束
名
簿
式
と
は
、
政
党
等
が

あ
ら
か
じ
め
候
補
者
の
名
簿
順
位
を
決
め

ず
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
候
補
者
の
得
票

数
の
順
位
に
よ
り
決
め
る
方
式
で
す
。
有

権
者
は
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
等
名
の
い

ず
れ
か
を
記
載
し
投
票
し
ま
す
。た
だ
し
、

政
党
等
は
優
先
的
に
当
選
人
と
な
る
べ
き

候
補
者
を
、
他
の
名
簿
記
載
者
と
区
分
し

て
名
簿
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
こ
れ
を
特
定
枠
制
度
と
い
い
ま
す
。

■
具
体
例
：
参
議
院
議
員
選
挙
の
比
例
代
表

選
挙
に
お
い
て
は
、
投
票
用
紙
に
「
候
補

者
の
氏
名
ま
た
は
政
党
等
名
」
を
記
入
し

て
投
票
し
、
各
政
党
の
総
得
票
数
に
応
じ

て
ド
ン
ト
方
式
に
よ
り
議
席
数
が
決
定
し

ま
す
。

※
注
釈
１
：
参
議
院
議
員
選
挙
の
場
合
は
、

衆
議
院
議
員
選
挙
の
よ
う
に
重
複
立
候
補

所
謂
、「
選
挙
区
選
出
」
と
「
比
例
代
表

選
出
」
の
重
複
立
候
補
は
で
き
ま
せ
ん
。

１
．各
政
党
が
候
補
者
名
簿
を
提
出
し
ま
す
。

　
　
政
党
等
は
特
定
枠
制
度
に
よ
り
、
優
先

的
に
当
選
人
と
な
る
べ
き
候
補
者
を
、
他

の
名
簿
記
載
者
と
区
分
し
て
順
位
を
つ

け
、名
簿
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
数
で
比
較
し
て
、
多
い
順
に
議
席
数

を
割
り
振
っ
て
い
き
ま
す
。

　
当
然
、
投
票
数
の
多
い
政
党
に
議
席
が
多

く
割
り
振
ら
れ
ま
す
。

　

計
算
式
だ
け
見
る
と
「
わ
か
り
に
く
い
」

「
ど
う
い
う
意
味
？
」
と
感
じ
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
表
を
見
な
が
ら
考
え

れ
ば
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
〇
二
一
年
は
衆
議
院
選
挙
や
自
民
党
の

総
裁
選
。
二
〇
二
二
年
に
は
参
議
院
選
挙
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
報
道
の
中
で
定
期
的
に
使

わ
れ
る
ド
ン
ト
方
式
を
理
解
し
て
お
け
ば
、

ニ
ュ
ー
ス
の
解
説
を
見
て
い
て
も
だ
い
ぶ
理

解
し
や
す
く
・
わ
か
り
や
す
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。（
※
注
釈
２
：
ド
ン
ト

方
式
に
下
段
掲
載
）。

２
．有
権
者
は
投
票
用

紙
に
「
候
補
者
氏
名

ま
た
は
政
党
等
名
」

を
記
入
し
投
票
し

ま
す
。
特
定
枠
の
候

補
者
が
書
か
れ
た

票
は
、
政
党
等
の
名
称
が
書
か
れ
た
票
と

み
な
さ
れ
ま
す
。

３
．政
党
等
に
属
す
る
候
補
者
の
得
票
数
と
、

政
党
等
名
の
得
票
数
の
合
計
が
、
政
党
等

の
総
得
票
数
に
な
り
、
総
得
票
数
に
応
じ

て
ド
ン
ト
方
式
に
よ
り
議
席
数
を
決
定
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
、Ａ
党
は
３
人
が
当
選
、

Ｂ
党
は
２
人
が
当
選
し
た
と
し
ま
す
。

４
．各
政
党
等
の
当
選
人
数
が
決
ま
っ
た
ら
、

特
定
枠
の
候
補
者
か
ら
優
先
的
に
当
選
し

ま
す
。
特
定
枠
の
候
補
者
が
複
数
い
た
場

合
、「
名
簿
記
載
の
順
位
が
上
位
の
候
補

者
」
か
ら
順
に
当
選
し
ま
す
。　

５
．特
定
枠
の
候
補
者
が
全
員
当
選
し
て
も
、

各
政
党
等
の
当
選
人
数
に
達
し
な
い
場
合

は
、特
定
枠
以
外
の
候
補
者
の
中
か
ら「
候

補
者
名
で
の
得
票
数
が
多
い
順
」
に
当
選

人
が
決
ま
り
ま
す
。

ド
ン
ト
方
式
と
は
、
比
例
代
表
に
お
い
て

議
席
を
配
分
す
る
た
め
の
仕
組
み

　
ま
ず
、
各
政
党
の
投
票
数
を
、
÷
１
／
÷

２
／
÷
３
、
と
整
数
で
順
に
割
っ
た
数
を
出

政

会

学

料

治

資

習

　最高の花見日和に、緊急事態宣言が解除となり、ワクチン接
種 3 回目が進む中、大阪支部協主催 : 河内ブロック企画の「お
花見バスツアー : 琵琶湖海津大崎湖上花見」に 73 名の会員が
日帰りの旅に参加して頂きました。
　当日、早朝 8 時大阪城公園駅に集合し、コロナウイルス感
染症対策をしながら一路、彦根港「お花見クルーズ : オーミマ
リン（10 時 30 分乗船）」に間に合わせるために、途中トイレ
休憩無しの強行軍となりましたが、皆さんの協力で定刻に到着。
　ホット一息。デッキから「竹島 : 生活者 300 名が住む湖の島」
大変珍しいとの説明、いよいよ奥琵琶湖スカイラインの桜、さ
らには、海津大崎の桜並木がお出迎え、大崎寺前の港へ接岸
後の散策は、短い時間でしたが出船 13 時 30 分で彦根港へ。
　しかし、まだ昼食はおあずけで、バスに揺られ、【長浜 / グ
ランパレー京岩】でいよいよ昼食となり、支部協 : 掛川副会長
から「コロナ禍ですが、ルールを守ってこれからも支部行事を
進めていきますので参加宜しく」とひと言。続いて、西脇河内
ブロック長の「乾杯」の後、待ちに待った会席料理による豪華
な食事で満腹、帰路の道すがら長浜スクエアを散策後、大阪
駅前に午後 8 時頃無事到着。「久しぶりで且つ楽しく、美しい
桜に魅了」と参加者からお礼の声を頂きました。担当者も疲れ
がぶっ飛びました。参加者の皆さんありがとうございました。
　次回は、珍しくさらに参加しやすい「日帰りなどのバスツ
アー」を提案しますのでお楽しみに !

【支部協ホームページ : 河内ブロックのブログに桜の写真を掲
載中です、是非共ご覧下さい】

琵琶湖海津大崎湖上花見琵琶湖海津大崎湖上花見
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支
援
を
評
価

今
後
の
対
応

⑴ 

立
憲
民
主
党
再
生
に
向
け
、
地
方
か
ら

足
腰
を
鍛
え
、
今
後
の
国
民
に
「
提
案
」

「
追
及
」「
実
行
力
」
で
の
野
党
筆
頭
の
党

と
し
て
支
持
者
の
拡
大
を
重
ね
政
権
交
代

へ
着
実
に
歩
む
こ
と
が
大
切
。 

⑵ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
第
四
九
回
衆
議
院
議
員

選
挙
後
の
退
職
者
の
会
会
員
・
現
役
組
合

員
の
意
識
動
向
調
査
か
ら
見
た
「
石
橋
み

ち
ひ
ろ
」
議
員
三
選
へ
の
必
勝
対
策
は
、

◎
浮
動
票
は
見
込
め
な
い
。
徹
底
し
た
組
織

内
対
策
の
実
践
。

◎
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
議
員
を
中
心
に
し
た

情
報
宣
伝
活
動　
定
期
会
報
誌　
臨
時
号　

選
挙
制
度
（
投
票
お
得
情
報
）
発
行
。

◎
徹
底
し
た
支
持
者
・
紹
介
者
カ
ー
ド
の

取
り
組
み
。
カ
ー
ド
回
収
と
リ
ン
ク
し
た

投
票
所
へ
足
を
運
ぶ
、「
投
票
依
頼
行
動
」

の
徹
底
（
家
族
で
投
票
所
へ
行
こ
う
を
徹

底
）

※
カ
ー
ド
未
提
出
者
へ
の
再
度
提
出
依
頼

電
話
行
動
（
大
阪
支
部
協
実
践
）

※
せ
っ
か
く
頂
い
た
紹
介
者
へ
の
支
部
協

か
ら
の
電
話
行
動

※
会
員
自
ら
が
同
居
家
族
・
知
人
・
友
人

へ
の
電
話
行
動　
　
　

◎
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」政
策
パ
ン
フ
の
活
用
、

対
話
活
動
の
開
催
、
グ
ル
連
と
の
連
携
、

後
援
会
加
入
手
続
き
の
展
開

◎
東
京
・
大
阪
に
お
け
る
大
都
市
圏
の
集
票

活
動
の
展
開
が
当
選
の「
鍵
」を
握
る
情
勢

で
あ
る

　
奈
良
市
内
で
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
二
〇

二
二・三・三
〇
〜
三
一
）
を
開
催
し
、
近
畿

六
支
部
協
会
長
・
事
務
局
長
が
出
席
《
大
阪

支
部
協　

中
井
秀
禮
会
長
（
中
央
協
監
事
）

有
本
副
会
長　
坂
田
事
務
局
長
》が
出
席
し
、

総
会
以
降
の
組
織
の
現
状
報
告
な
ど
情
報
共

有
を
行
な
い
ま
し
た
。
特
に
最
重
要
課
題
で

も
あ
る
組
織
内
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
議
員
へ

の
各
支
部
協
の
取
り
組
み
に
対
す
る
情
報
の

共
有
化
と
組
織
内
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
参
議

院
議
員
の
三
選
必
勝
へ
向
け
て
の
選
挙
戦
を

ど
う
戦
い
抜
く
か
を
議
論
し
「
会
員
と
そ
の

家
族
・
知
人
・
友
人
」
の
投
票
行
動
を
高
め

る
取
り
組
み
を
、
よ
り
強
力
に
進
め
る
こ
と

等
を
意
識
統
一
し
ま
し
た
。

　
各
支
部
協
か
ら
報
告
さ
れ
た
情
勢
は
、
厳

し
さ
が
増
す
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
打
開
策

は
、
各
支
部
協
が
現
役
と
ガ
ッ
チ
リ
ス
ク
ラ

ム
を
組
み
「
会
員
・
組
合
員
」
に
「
石
橋
み

ち
ひ
ろ
」
議
員
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
「
紹
介

活
動
」
の
力
で
、
投
票
行
動
の
目
標
を
「
投

票
用
紙
」
に
必
ず
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
と
氏

名
を
書
く
こ
と
で
、
当
選
を
引
き
寄
せ
る
身

近
な
実
践
行
動
の
周
知
徹
底
と
水
平
展
開
の

確
認
を
し
ま
し
た
。

　
会
員
へ
の
お
願
い
は
、
ま
ず
組
織
内
「
石

橋
み
ち
ひ
ろ
」
議
員
の
三
選
活
動
の
再
確

⑴ 

第
四
九
回
衆
議
院
議
員
選
挙
を
、
勤
労

者
・
生
活
者
・
納
税
者
の
視
点
に
立
っ
た

政
策
の
実
現
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て
国
民

利
用
者
の
た
め
の
情
報
通
信
政
策
推
進
に

つ
な
げ
る
た
め
の
重
要
な
選
挙
と
位
置
づ

け
、
政
権
交
代
を
訴
え
情
報
労
連
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
労
組
と
共
に
、
立
憲
民
主
党
を
軸
に
全

国
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑵ 

組
織
内
「
田
嶋
要
」「
岡
本
あ
き
子
」
準

組
織
内
「
山
井
和
則
」
を
中
心
に　
組
織

重
点
候
補
一
二
名
、
推
薦
候
補
二
一
六
名

で
決
戦
に
臨
ん
だ
。

⑶ 

四
七
支
部
協
議
会
が
推
薦
候
補
の
必
勝

に
向
け
て
、
現
・
退
一
致
の
も
と
総
力
で

取
り
組
み
を
進
め
た
。

⑷ 

結
課
は
、
投
票
率
五
五・九
三
％　
戦
後

三
番
目
の
低
さ
で
、
重
点
候
補
一
一
名
、

推
薦
候
補
一
〇
〇
名
の
当
選
に
と
ど
ま

り
、
自
民
党
安
定
多
数
を
許
す
結
果
と

な
っ
た
。（
国
民
が
求
め
た
）

結
果
に
対
す
る
認
識

⑴ 

各
選
挙
区
で
の
戦
い
は
激
戦
を
強
い
ら

れ
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
中
心
に
関
心
は
高
ま

る
も
感
染
下
火
な
ど
十
分
な
論
戦
と
な
ら

ず
投
票
率
に
も
影
響
が
表
れ
た
。

⑵ 
小
選
挙
区
で
は
、
野
党
共
闘
で
九
議
席

増
、
し
か
し
比
例
区
で
の
野
党
共
闘
反
発

で
結
果
、
立
憲
民
主
党
が
二
三
議
席
減
と

な
っ
た
。

⑶ 

連
合
と
し
て
の
立
ち
位
置
が
不
透
明
で

一
枚
岩
と
な
ら
ず
自
民
、
維
新
へ
。

⑷ 

情
報
労
連 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
と
し
て
の
戦
い

は
、
役
員
・
会
員
・
そ
の
家
族
の
大
き
な

認
・
再
周
知
に
よ
り
、
家
族
・
知
人
・
友
人

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
と
挨
拶
が
あ
り
、
各
支
部
協
議
会

の
取
り
組
み
報
告
か
ら
議
事
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
高
見
副
会
長（
中
央
協
）の
進
行
で
始
ま

り
、
中
央
協
を
代
表
し
て
、

森
嶋
会
長
の
挨
拶
（
要
旨
）

①
三
月
一
六
日
東
北
地
方
で
ま
た
、
地
震
の

発
生
、　
今
後
の
「
減
災
へ
の
取
り
組
み
」

の
強
化

②
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
活
動
に
多
く
の
会

員
・
組
合
員
の
温
か
い
カ
ン
パ
に
対
し
て

敬
意
を
表
し
た
い
。（
短
期
間
な
が
ら
現

時
点
七
百
万
円
を
超
え
る
支
援
金
）

③
組
織
内
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
参
議
院
議
員

三
選
へ
、
現
状
は
大
変
厳
し
い
状
況
下
で

あ
る
が
、「
現
・
退
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
」
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
。
衆
議

院
議
員
選
挙
の
結
果
と
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

見
え
る
組
織
の
現
状
と
政
治
に
関
す
る
現

役
組
合
員
の
意
識
の
変
化
へ
の
対
応
が
急

が
れ
る
こ
と
。

上
野
副
会
長

　
第
四
九
回
衆
議
院
議
員
選
挙
中
間
総
括
に

つ
い
て

①
取
り
組
み
の
主
な
経
過

「
会
員
と
そ
の
家
族・知
人

「
会
員
と
そ
の
家
族・知
人・・友
人
」の

友
人
」の

投
票
行
動
へ
の
取
り
組
み
を
よ
り
強
力
に
進
め
る
こ
と

投
票
行
動
へ
の
取
り
組
み
を
よ
り
強
力
に
進
め
る
こ
と

＝ 

そ
の
目
標
は
、「
投
票
用
紙
」に
必
ず
、「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」と
氏
名
を
書
く
こ
と 

＝
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お元気ですかコールの確認状況お元気ですかコールの確認状況
2021年度 危機管理の取り組み2021年度 危機管理の取り組み

項目 該当会員数 割合
本人 3,211 52％

家族応対 891 14％

不在 958 15％

留守録 719 12％

NU 287 5％

その他 86 1％

未登録 36 1％

計 6,188 
※死亡・脱会を除く

本人

家族応対

不在

留守録
NU

その他 未登録該当会員数

2021.6.30
項目 河内ブロック 泉州ブロック 北摂ブロック なにわブロック 直轄 事務局 合計
会員数 2,178 1,220 1,372 1,556 158 7 6,491 

本人 家族 応対率

本人 通院・自宅療法 本人元気 通院・自宅療養　施設等

3,211名 891名 4,102名
51.89% 14.39% 66.28%

Ⅰ . 特徴的な電話応対事例
1.　電話訪問はうれしい。今後継続を要望。（安否確認をしてもらいたい）
2.　コロナ禍であり、対話ができないことへの寂しさを痛感。
3.　振り込め、オレオレ詐欺への電話機能向上による未登録電話を受け付けない機能で
　　徹底した予防策が浸透していることが想定できる。（電話訪問が少し難しい面もある）
4.「NU」については、携帯電話の普及で、固定電話の廃止等が増える傾向にある。
　　※ NTT が 2024 年に向けて、固定電話サービスメニューの一部「継続・廃止」を固定宅にその内容を送付している。
5.　今後の「お元気ですかコール」の会員との対話を想定をして、地域の役員が皆さんのお宅（担当する会員
　　50 名）へ電話訪問を実施。

Ⅱ . 会員から寄せられた意見・要望で多かったもの
1.　最も多い要望は、退職者交流会の早期開催を願いたい。
2.　地域ごとの行事の開催。地域内での交流行事を多く計画して欲しい。
3.　振り込め、オレオレ詐欺への電話機能向上による未登録電話を受け付けない機能により、連絡が取りにく
　　いので、友人の安否が知りたい。

Ⅲ . ブロック別会員数

円グラフから見える会員の安否状況
1.　コロナ禍であり、在宅の会員が自宅待機での応対が多かった。
2.　体の不調で通院（耳、足、腰）の訴え。
3.　家族の応対では、通院、施設入所。
4.　元気に努めている（ボケ防止）
5.　コロナ終息後、旧友との再会を夢見ている。等



２０２２年 ５月号 ＮＴＴ労働組合　退職者の会　大阪支部協議会 会報　摂河泉ＯＢ

（9）

八
桶
」
を
採
用
。

※
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録

（W
orld　

H
eritage　

Irrigation　

Structures

）     

１
、
か
ん
が
い
の
歴
史
・
発
展
を
明
ら
か
に

し
、
理
解
醸
成
を
図
る

２
、
か
ん
が
い
施
設
の
適
切
な
保
全
に
資
す

る
た
め
に
歴
史
的
か
ん
が
い
施
設

３
、
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会
が
認
定
・

登
録
す
る
制
度
、
平
成
二
六
年
創
設

【
条
件
】

　
建
設
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
経
過

　
該
当
施
設
（
基
準
を
満
た
し
た
施
設
）

　
・
ダ
ム
（
か
ん
が
い
）

　
・
た
め
池
（
貯
水
施
設
）

　
・
堰　
分
水　
水
路　
排
水
施
設　
古
い

　
　
水
車
等
順
組
織
内

さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
に
は
労
苦
が
報
わ
れ
ま

す
。

　

今
後
も
、
河
内
長
野
市
の
農
業
を
守
り
、

継
承
し
て
き
た
施
設
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
大

き
な
役
目
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
四
四
か
所

の
登
録
施
設
が
あ
り
ま
す
。

■
一
六
四
九
年　

水
源
と
な
る
石
川
か
ら

八・二
㎞
の
水
路
を
引
き
、こ
の
地
に
あ
っ

た
小
池
を
、
自
然
の
地
形
を
利
用
し
な
が

ら
大
き
な
池
へ
と
拡
大
す
る
こ
と
で
、
新

田
開
発
が
行
な
わ
れ
た
。

■
一
六
三
三
年
か
ら
工
事
は
、
一
六
年
間
で

延
べ
四
万
人
が
た
ず
さ
わ
り
、
夜
は
堤
灯

を
頼
り
に
水
路
の
勾
配
を
測
量
し
、
日
中

は
堀
削
作
業
を
進
め
た
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。

■
た
め
池
の
取
水
に
は
、
米
作
り
に
適
し
た

水
温
で
あ
る
表
面
か
ら
取
水
で
き
る
「
尺

　
新
谷
さ
ん
は
、
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

登
録
地
域
農
業
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
守
り
人

と
し
て
、「
地
域
の
農
業
を
守
り
、営
農
活
動
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
河
内
長
野
市
内
の
農
業
水
路
は
、
江
戸
時

代
に
先
人
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
今
日
ま
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
大
切
な
施
設
で
、
現
在
の

水
利
組
合
で
は
、
農
業
に
と
っ
て
大
切
な
水

を
毎
日
途
切
れ
る
こ
と
な
く
水
路
の
除
草
や

泥
上
げ
、更
に
は
補
修
等
、組
員
の
手
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
家
の
減
少
、

高
齢
化
で
集
落
の
機
能
低
下
に
合
わ
せ
、
施

設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
維

持
管
理
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
予

測
で
き
な
い
豪
雨
等
で
水
路
の
破
壊
な
ど
を

想
定
し
、
事
前
の
対
策
を
打
つ
な
ど
、
力
仕

事
も
伴
い
ま
す
。

　
田
植
え
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
気
を
抜
け
な
い

日
々
が
続
き
ま
す
。
田
植
え
後
の
田
園
の
澄

ん
だ
水
を
見
る
と
癒
さ
れ
る
と
共
に
、
地
主

　河内長野市　寺ケ池・寺ケ池水路（供用開始：1649 年）を日常維持管理してい
る団体代表「新谷博一さん（河内ブロック委員）」と島田河内長野市長等に対し、渡
邊 ICID 日本国内委員長より、「世界かんがい施設遺産登録伝達式（2022.3.9）」が
農林水産省中村農林水産副大臣室で行なわれました。

世界かんがい施設遺産に登録世界かんがい施設遺産に登録
河内長野市の農業かんがい施設の守り人河内長野市の農業かんがい施設の守り人
＝受け継いできた施設を守り地域のために水を導く＝＝受け継いできた施設を守り地域のために水を導く＝

俳
句
・川
柳
の
コ
ー
ナ
ー

一
、薄
毛
症
と 

笑
う
妻
は 

厚
化
粧

二
、情
報
が 

漏
れ
る
前
に 

は
や
尿
が
も
れ

一
、花
の
雨 

幹
に
と
け
こ
む 

黒
き
犬

二
、義
仲
の 

塚
の
埋
る
る 

春
落
葉

三
、春
落
葉 

校
門
の
隅 

う
ず
高
し

四
、花
水
木 
逆
縁
の
文 

な
な
め
読
む

五
、山
笑
ふ 
鉛
色
し
た 

重
し
と
れ

某（
川
柳
く
す
っ
と
愛
好
）

俳
句
：
長
田 

正
紘（
北
摂
ブ
ロ
ッ
ク
）
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お悔やみ申し上げます

石賀ミツノ（河内）
行広　昭子（泉州）
谷口　　勇（なにわ）
内橋　雅宣（泉州）
深田　良治（北摂）
奥田　勝広（北摂）
永井　　隆（北摂）
井上日佐子（泉州）

上池　俊晴（北摂）
高田　宣夫（なにわ）
斉藤三代子（河内）
吉岡　　広（北摂）
安井　照子（なにわ）
大野　算三（泉州）
岸田　充弘（河内）

2月16日～4月26日の間に
亡くなられた方々です。

なお、ご家族のお申し出により、
掲載を控えている場合があります。

ご理解ください。

人の動き人の動き 新しい仲間です

2月16日〜3月31日までに、加入頂いた仲間です。
赤木　文夫（なにわ）
黒木久美子（なにわ）
武村　雄司（泉州）
小林　栄夫（なにわ）

中尾　　明（なにわ）
近友　和彦（北摂）
赤岩　和也（北摂）
北浦　雅博（泉州）

島野　和子（北摂）
濱田冨美恵（なにわ）
佐々木チドリ（三重県）
佐野美智子（三重県）

【前編】� 山本　 豊（河内ブロック）
　小学校時代はマンガが、大好きでした。当時は“少年画報”“冒険

王”などの月刊誌が主流でした。とても2
つの月刊誌は買えないので友達と貸し合
いっこしたりして倍楽しんでました。
　その月刊誌の裏表紙には、怪獣の人形や

モデルガンの広告があり、その片隅に“ハムになろう！ハムになって世界と話
そう。”のコラムのキャッチフレーズが異色を放っておりました。
　イトコの少しきれいなおねえさんもマンガ目当てによく遊びに来ていて、あ
るとき裏表紙のキャッチフレーズをどう思うか聞いてみました。「かっこええ
なぁー」の一言で興味 100 倍、飛び込んでしまいました。60年安保のことで
世間がにぎわっているときに、ハムの国家試験の受験勉強、そして、高校受験と国家試験をクリアしての春
となりました。

　アマチュア無線局を開局したてのころは、受信機や送信機は半田コテを
握って自作が普通の時代でした、また技術も電子回路を少しいじれるとア
マチュア精神を発揮できる良き時代でした、お金もなかったしね。

【後編】
　アマチュア無線（ハム）の楽しみ方は、いろんなパターンがあるのです
が私はコンテストを主体に自作のアンテナを試して楽しんでおります。時
代は進んで、真空管、トランジスター、コンピューターと送受信機は大き
く進化を遂げましたが、アンテナは今も昔も銅線とアルミパイプの材料で
組みたてることができてアマチュアにも手が出せる唯一の分野ですが、実
数と虚数に悩まされて、これまた奥が深いです。
　コンテストは、多くの交信相手数と異なったエリア数を乗じたポイント
となるので、そのコンテストに合わせて、運用場所と周波数とアンテナを
組み合わせることが重要になります。それと、世界相手のコンテストでは
電波の伝搬状況を把握することも重要です。太平洋の上に太陽がある日本
の午前中とアメリカの夕方は、米国のおじいちゃんが気持ちよく交信相手
をしてくれます。そして、太陽がインド洋上にいった午後遅くにはヨーロッ
パ諸国の電波が入感してきます。太陽がもたらす電離層反射のおかげです。
　ハムは、技術と生活習慣が変化しても、それに追従して楽しめる趣味の
ひとつとして続けていきたい私の楽しみです。

会員の
投稿

私の趣味、ハム
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ありがとう基金 ありがとう基金 おめでとうございますおめでとうございます
お誕生月にメッセージとギフトをお送りしました。（郵送されています）お誕生月にメッセージとギフトをお送りしました。（郵送されています）

3月3月

米寿
橋本　靖昭（北摂）
島原　博美（なにわ）
小谷ハツ子（河内）
三谷　　敬（河内）
竹尾　祝子（なにわ）
内西　房子（河内）
石田　　明（北摂）
山田　照美（泉州）
西村　　昇（河内）
森本　靖明（なにわ）
北村八重子（河内）
柴田　幹雄（なにわ）
渡辺　秀雄（なにわ）

喜寿
山口　喜治（泉州）
森田　康子（なにわ）
池田　靖世（なにわ）
折杉　　完（北摂）
山口　三男（なにわ）
三宅　一雄（河内）
島田　　寛（なにわ）
宮本　壽人（なにわ）
小松　秀雄（泉州）
前波　晃生（河内）
出原　啓子（北摂）
高岡寿美子（河内）

江藤　　央（河内）
前田　修子（なにわ）
香川　千年（泉州）
中島　敏博（なにわ）
島田　潔史(北摂)
新田　恵子（泉州）
樽本　　健（泉州）
松本　節子（北摂）
小林　勝弘（なにわ）
斎藤　忠敏（河内）
植村　幸信（河内）
和田　昌征（泉州）
仲島　富男（北摂）
中野　照夫（愛媛県）
南浦　理平（泉州）
村田　利彦（河内）
今井　光子（河内）

古希
芹川　敏雄（なにわ）
牧野　　誠（なにわ）
藤原　実良（北摂）
空閑　浩一（泉州）
近藤　達夫（なにわ）
仲村　　茂（河内）
藤井　康之（河内）
住江　正久（北摂）
増本　敏弘（なにわ）
田中　久弘（なにわ）
山上　孝行（河内）

二瀧　　健（北摂）
谷尾　　章（河内）
杉原　直司（泉州）
池田　儀樹（北摂）
西尾　晋一（泉州）
糸井　稔卓（河内）
吉田　裕彦（河内）
淡田　謙二（泉州）
村山　和郎（なにわ）
佐々木美智子（河内）
田口　賢治（河内）
辻本　昌己（泉州）
日谷　　正（河内）
西　美江子（泉州）
佐藤　節子（なにわ）
藤井たまみ（なにわ）
田中　正人（河内）
三並　輝夫（北摂）

4月4月

米寿
浦川　年功（河内）
今川　　清（河内）
田渕　嘉序（北摂）
谷口　浩子（なにわ）
池田　盛一（なにわ）
坂口　孝歳（泉州）

喜寿
日熊　殊子（なにわ）
波部　史郎（なにわ）
佐藤　靖夫（河内）
西谷　美子（北摂）
板東昭太郎（北摂）
山本　修造（河内）
島田　貞男（名張市）
池田　光章（なにわ）
山田　宗信（泉州）
梅田　幸男（なにわ）
木田　喜夫（北摂）
槌本　勝由（北摂）
林　喜代一（河内）
向井信一郎（泉州）
井上　　満（河内）
亀井　紀代（河内）
秋山　嘉子（泉州）
寺井　明啓（泉州）
下西一十三（なにわ）
田中　洋一（泉州）
大森　松夫（大分県）

古希
吉澤　博之（河内）
若林　　孝（北摂）
古野　　隆（北摂）
池上　　保（北摂）
森田　庄三（泉州）
三好　修次（なにわ）

溝上　英夫（河内）
中西　宣子（なにわ）
村上　昭枝（泉州）
片岡　辰義（なにわ）
大慶　和朗（なにわ）
松元多津子（泉州）
三野　淳夫（北摂）
本田　宗伯（なにわ）
東野千鶴子（河内）
大嶋　幹夫（泉州）
南本　茂子（河内）
宮本　義信（なにわ）
谷川喜枝子（河内）
稲田　一祐（泉州）

第
六
波
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
徐
々

に
終
息
す
る
傾
向
が
見
え
る
が
ま
だ
ま
だ

安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
活
動
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

明
る
く
、
元
気
で
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
れ
前
進
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。四

月
八
日
に
は
、
海
津
大
崎
春
の
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
に
七
三
名
が
参
加
（
三
台
に

分
乗
）
晴
天
に
恵
ま
れ
、
久
し
ぶ
り
の
車

中
は
、飲
食
、飲
酒
は
禁
止
を
約
束
し
、「
静

か
で
、
和
や
か
で
」
湖
岸
に
咲
き
乱
れ
る

桜
に
酔
い
し
れ
船
酔
い
を
忘
れ
る
景
色
で

し
た
。

評
判
ま
ず
ま
ず
…
今
後
も
注
意
を
し
な

が
ら
各
種
行
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

直
前
に
迫
る
、
組
織
内
「
石
橋
み
ち
ひ

ろ
」
参
議
院
議
員
の
三
選
必
勝
に
向
け
、

会
員
・
家
族
・
知
人
・
友
人
へ
の
更
な
る

拡
大
を
是
非
と
も
お
願
い
し
た
い
。

発
行
責
任
者　
中
井　
秀
禮

編
集
委
員
長　
坂
田　
俊
郎

委
員　
　
　
　
西
浦　
　
豊（
河
内
）

　
　
　
　
　
　
中
村
し
げ
子（
泉
州
）

　
　
　
　
　
　
石
田　
禮
子（
北
摂
）

　
　
　
　
　
　
尾
﨑　
八
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修正をします。 　3月号での　北摂ブロック　山口孝治さんの原稿について、以下の通り修正いたします。

● 3月号に掲載部分
無線を始めた頃は、トランシー（送受信機は、部品を買っ
てきて自作）していましたが、…

無線を始めた頃は、トランシーバ（送信機と受信機）は、
部品を買ってきて自作していましたが、…
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企画・実施 なにわブロック 企画・実施 北摂ブロック

健康的な免疫力を整える
簡単なレシピを紹介します

　レンコンには、ビタミン C・A（カ
ロチン）食物繊維があり免疫アッ
プにつながると言われています。
　血糖値上昇の抑制や血液中のコ
レステロ－ル濃度の低下等、さま
ざまな効果が期待できます。

※材料（２人分）　レンコン 　　  1 節
	  明太子　　　  1 腹（お好み）
	  マヨネ－ズ　  適量
	 お酢　　　　　少々
	 かいわれ大根　少々
※作り方	 ① レンコンの皮むく
	 ② レンコンを 3㎜位の半月切にする
	 ③ お湯を沸かし酢を少々入れレンコンを入れる
	 ④ レンコンの色が変わったら笊に上げる
	 ⑤ ＠を混ぜ合わせ明太子マヨを作る
	 ⑥ レンコンをペーパ－タオルで水気を取り⑤を
	  　混ぜ合わせる
	 ⑦ 器に盛り付け、かいわれ大根を上にのせる
	 　　※ブロッコリ－スプラウトでも可能

レンコン明太子マヨ

☆ 

ル
ー
ル

網掛けの枠(3か所)に入った数字の合計はいくつでしょう?網掛けの枠(3か所)に入った数字の合計はいくつでしょう?★

☆ 応募方法

☆ 賞品　抽選で正解者50名にQuoカード（500円分）
　　　　　　（当選者は、会報誌：7月号に掲載予定）

☆ 締め切り　6月15日(消印有効)
　解答発表は、摂河泉OB(7月号)で行ないます。
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①空いている枠に１から９まで
の数字のどれかが入ります。

②縦の列(9列)、横の列(9列)、
太い線で囲まれている3×3
のブロック(それぞれ９つの
枠のあるブロックが９個)の
いずれにも、1から９までの
数字が入ります。

①会報誌「摂河泉OB」（1月号）に同封している私製はがきに、切手（63円を御負担願います）を貼り、投函してください。（官製はがきでも可能）
②はがきに「合計数字」と「郵便番号・氏名・所属ブロック名(所属がわかる方)」を記載してください。
　※会員：１通（多く応募されても１通です）
③大阪支部協議会へのご意見・ご要望などがあれば記載してください。(今後の活動の参考にさせて頂きます)

2 8 7
5 6 4
9 1 3

9 6 4
3 1 2
7 8 5

5 1 3
8 9 7
4 2 6

1 3 9
7 4 8
6 2 5

5 7 8
6 2 1
4 9 3

2 6 4
9 3 5
1 7 8

8 7 6
3 5 2
4 9 1

2 5 9
1 4 6
8 3 7

3 4 1
7 8 9
6 5 2

前回の正解は「5」

当選者氏名は、別紙でお知らせします。

実　施　日：2022年９月２日(金)(日帰り)
募集人数：50名　　参加費用：7,000 円
集合場所：JR大阪城公園駅
そ　の　他：詳細は、会報誌「摂河泉OB」７月号に掲載予定    
  

近江八幡と近江牛        
待望のなにわグルメツアー 予告 

近江牛と八幡山ロープウェイ、ラコリーナ近江八幡が
貴方を待っています。 
 

　

 豪華食事もご用意お楽しみに！ 開催月日 : 開催月日 : 2022年7月19日（火）雨天決行2022年7月19日（火）雨天決行
開催場所 : 開催場所 : 万博記念公園万博記念公園
　　　　　（バーベキュー会場）　　　　　（バーベキュー会場）
集合時間 : 集合時間 : モノレール 万博記念公園駅前モノレール 万博記念公園駅前
　　　　　午前10時30分厳守　　　　　午前10時30分厳守
募集人員 : 募集人員 : 80名（先着順）80名（先着順）
募集期間 : 募集期間 : 6月3日〜6月15日 午後3時まで6月3日〜6月15日 午後3時まで
会　　費 : 会　　費 : 2,000円2,000円　キャンセル　　キャンセル　6/16〜6/20 午後3時6/16〜6/20 午後3時
※コロナ感染状況により、中止する場合があります。（事前のお知らせ）※コロナ感染状況により、中止する場合があります。（事前のお知らせ）
　　緊急の連絡窓口は、090-5659-2644（森下ブロック委員）緊急の連絡窓口は、090-5659-2644（森下ブロック委員）

＜イベント・行事申し込み＞＜イベント・行事申し込み＞
会員専用電話：06-6451-8100 ・ FAX：06-6136-8126

受付時間受付時間：：午前 10 時から午後３時まで（土・日・祝日お休み）　午前 10 時から午後３時まで（土・日・祝日お休み）　

万博記念公園の緑豊かなロケーションで
＝アメリカン・バーベキュー美味しいお肉を食べて夏バテ解消を＝

＠


